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は
じ
め
に 

 

埼
玉
県
立
文
書
館
（
以
下
、
文
書
館
）
で
は
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
に

開
館
し
て
以
来
、
基
幹
業
務
と
し
て
寄
贈
・
寄
託
を
受
け
た
古
文
書
の
整
理
・
公

開
を
行
っ
て
い
る
。
文
書
館
が
県
立
図
書
館
内
に
あ
っ
た
昭
和
五
七
年
度
ま
で
は

『
近
世
史
料
所
在
調
査
報
告
』、
昭
和
五
八
年
度
に
文
書
館
が
独
立
館
と
な
っ
て
以

降
は
『
収
蔵
文
書
目
録
』
の
名
称
で
古
文
書
目
録
を
刊
行
し
て
い
る
。
令
和
四
年

度
ま
で
に
古
文
書
目
録
を
第
六
一
集
刊
行
し
て
い
る
。 

文
書
館
で
は
、
令
和
二
年
度
か
ら
四
年
度
ま
で
三
か
年
に
わ
た
り
古
沢
家
文
書

の
整
理
を
行
い
、
『
古
沢
家
文
書
目
録
』
１ 

を
毎
年
一
冊
、
合
計
三
冊
刊
行
し
た
。 

 

古
沢
家
は
、
武
蔵
国
大
里
郡
大
麻
生
村 

（
現
熊
谷
市
）
に
居
を
構
え
た
旧
家
で
、

江
戸
時
代
に
は
名
主
を
つ
と
め
た
。
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
古
沢
花
三
郎
は
、
大

麻
生
村
戸
長
、
郡
書
記
、
埼
玉
県
属
２

、
村
会
議
員
な
ど
の
公
職
を
つ
と
め
た
地
域

の
名
士
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
古
沢
家
は
様
々
な
家
業
や
会
社
を
手
掛
け
、
地
域
産

業
の
発
展
に
も
寄
与
し
た
。 

そ
の
成
果
と
し
て
、
令
和
五
年
三
月
八
日
（
火
）
か
ら
五
月
七
日
（
日
）
ま
で

企
画
展
「
新
収
集
公
開
文
書
古
沢
家
文
書
―
近
代
熊
谷
の
発
展
に
尽
く
し
た
名
士

―
」
を
文
書
館
一
階
展
示
室
で
開
催
し
た
。
企
画
展
で
は
、
古
沢
家
に
残
さ
れ
た

古
文
書
約
三
万
点
の
中
か
ら
、
古
沢
花
三
郎
の
足
跡
、
古
沢
家
の
多
彩
な
活
動
や

交
流
、
熊
谷
地
域
の
暮
ら
し
な
ど
が
分
か
る
史
料
を
展
示
し
て
、
近
代
熊
谷
の
名

士
の
実
像
や
彼
ら
が
活
躍
し
た
地
域
社
会
の
実
情
に
迫
っ
た
。 

古
沢
家
文
書
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
東
京
都
立
川
市
）
と
文
書
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
に
十
三
代
当
主
善
文
氏
が
国
文
学
研

究
資
料
館 

（
当
時
の
文
部
省
史
料
館
）
に
譲
渡
し
た
文
書
群
で
あ
る
３

。『
史
料
館

収
蔵
史
料
目
録
』
第
五
六
集
４

、
第
六
二
集
５

、
第
七
六
集
６

と
三
冊
刊
行
さ
れ
、

一
万
四
八
五
九
点
の
古
文
書
が
整
理 

・
公
開
さ
れ
て
い
る
７

。
ま
た
、
古
沢
家
は
文

政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
火
災
に
遭
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
前
の
古
文
書
の
大
方
は

焼
失
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
の
名
主
文
書
、
明
治
期
の
戸
長
文
書

及
び
古
沢
家
の
私
文
書
が
膨
大
に
残
さ
れ
て
い
る
８

。 

文
書
館
の
古
沢
家
文
書
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）

に
古
沢
家
の
転
居
に
伴
い
、
当
時
の
御
当
主
か
ら
自
宅
に
残
さ
れ
て
い
た
約
三
万

点
の
古
文
書
が
一
括
し
て
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
令
和
二
年
（
二
〇

二
〇
）
に
寄
贈
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
企
画
展
の
展
示
概
要
、
展
示
資
料
の
紹

介
を
行
い
、
展
示
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

 

 
 

企
画
展
「
新
収
集
公
開
文
書
展
古
沢
家
文
書
―
近
代
熊
谷
の
発
展
を
支
え
た
名
士
―
」
の
成
果
と
課
題 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大 

橋 

毅 
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一 

展
示
構
成
と
内
容 

（
１
）
は
じ
め
に 

江
戸
時
代
の
大
麻
生
村 

武
蔵
国
大
里
郡
大
麻
生
村
（
現
熊
谷
市
）
は
、
荒
川
沿
岸
に
位
置
し
、
江
戸
日

本
橋
ま
で
一
七
里 

（
約
六
六 

・
七
㎞
）
、
中
山
道
熊
谷
宿
ま
で
一
里
一
五
町
余 

（
約

五 

・
五
㎞
）
、
中
山
道
深
谷
宿
ま
で
二
里 

（
約
七 

・
八
㎞
）
の
距
離
に
あ
っ
た
。
古

沢
家
は
、
武
蔵
七
党
横
山
党
の
末
裔
で
戦
国
時
代
に
は
、
忍
城
主
成
田
氏
に
仕
え

て
い
た
が
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
攻
め
で
忍

城
が
落
城
し
た
後
に
、
初
代
与
五
右
衛
門
が
大
麻
生
村
に
土
着
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
古
沢
家
文
書
か
ら
確
認
で
き
る
人
物
は
、
九
代
善
兵
衛
以
降
か
ら
で
、
十

代
清
吉
、
十
一
代
よ
し
、
十
二
代
花
三
郎
と
続
く
（
図
１
参
照
）。 

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
９

に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
大
麻
生
村
は
、
家
数
一
一

〇
軒
で
、
東
は
広
瀬
村
、
南
は
押
切
村
、
西
は
河
原
明
戸
村
と
河
原
新
田
村
、
北

は
幡
羅
郡
三
ヶ
尻
村
と
小
島
村
に
接
し
て
い
た
。
用
水
は
村
内
の
大
麻
生
堰
よ
り

引
い
て
い
た
。
正
保
期
（
一
六
四
四
～
一
六
四
八
）
は
幕
府
領
及
び
旗
本
大
久
保

豊
前
守
忠
貞
１
０ 

の
知
行
所
で
、
そ
の
後
、
幕
府
領
の
一
部
が
戸
田
平
左
衛

門
吉
政
１
１

に
与
え
ら
れ
、
明
和
八
年 

（
一
七
七
一
）
に
は
、
川
越
藩
主
松
平

大
和
守
朝
矩
１
２

、
旗
本
大
久
保
家
、
旗
本
戸
田
家
の
所
領
と
な
り
、
い
わ
ゆ

る
三
給
地
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
年
貢
受
取
状
１
３ 

は
、
寅
年
の
一
二
月

に
、
役
所
か
ら
大
麻
生
村
の
古
沢
善
兵
衛
あ
て
に
出
さ
れ
て
も
の
で
、
年
貢

米
と
御
役
懸
り
の
金
銭
の
受
け
取
り
が
確
認
で
き
る
。 

古
沢
家
文
書
に
は
、
江
戸
時
代
の
文
書
は
多
く
残
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

年
代
不
明
の
文
書
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、
大
麻
生
村
の
支
配
体
制
、
地

理
な
ど
、
基
本
的
な
情
報
を
紹
介
し
た
。 

 

（
２
）
第
一
章 

熊
谷
の
名
士 

古
沢
花
三
郎
の
足
跡 

 

古
沢
花
三
郎
は
、
安
政
二
年 

（
一
八
五
五
）
三
月
九
日
に
十
一
代
当
主
よ

し
と
内
山
善
次
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
明
治
二
年 

（
一
八
六
九
）
に
大
麻

生
村
の
名
主
と
な
り
、
後
に
戸
長
と
な
っ
た
。
明
治
九
年 

（
一
八
七
六
）
に

は
甕
尻
小
学
校 

（
現
熊
谷
市
立
三
尻
小
学
校
）
の
保
護
役
を
務
め
た
後
、
大

里
郡
大
麻
生
村
筆
生 

（
戸
長
後
見
役
）
、
郡
書
記
、
埼
玉
県
属 

（
県
職
員
）
、

大
麻
生
村
の
村
会
議
員
な
ど
を
歴
任
し
た
。
公
職
と
し
て
の
活
動
以
外
に

図１　古沢家系図

善
兵
衛

九

代

清
吉

十

代

よ
し

十

一

代

の
ぶ

〓

花
三
郎

十

二

代

こ
う

〓
嘉
辰

高
子

〓
憲
介

久 〓
善
文

十

三

代
と
み

〓

義
利

栗
子
綱
五
郎



文書館紀要第 37 号（2024.3） 

58 

も
、
県
内
最
初
の
民
権
結
社
で
あ
る
「
七
名
社
」
の
活
動
へ
の
参
画
（
第
二
期
社

員
）
や
、
砂
利
採
掘
や
土
木
業
な
ど
を
請
け
負
っ
た
。
ま
た
、
鉱
山
や
砂
利
な
ど

の
会
社
の
立
ち
上
げ
、
用
水
や
道
路
、
鉄
道
敷
設
な
ど
地
域
の
産
業
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
た
め
に
尽
力
し
た
。 

明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
は
、
古
沢
花
三
郎
が
埼
玉
県
に
慈
恵
救
済
費
用

を
寄
付
し
て
お
り
、
埼
玉
県
知
事
木
下
周
一
か
ら
褒
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
花
三
郎
は
地
域
の
産
業
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
に
尽
力
し
、
ま
た
、

名
士
と
し
て
地
域
を
救
済
す
る
担
い
手
で
も
あ
っ
た
。
古
沢
家
は
様
々
な
家
業
や

会
社
を
手
掛
け
、
地
域
産
業
の
発
展
に
も
寄
与
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
ま
た
、

古
沢
花
三
郎
死
亡
通
知
状
１
４

に
よ
り
、
大
正
一
三
年 

（
一
九
二
四
）
四
月
二
五
日

に
花
三
郎
が
逝
去
し
て
、
第
一
章
を
終
え
る
叙
述
と
し
た
。 

 

（
３
）
第
二
章 

古
沢
家
の
交
際 

古
沢
花
三
郎
は
村
を
越
え
た
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
た
。
行
田
出

身
の
政
治
家
湯
本
義
憲
が
衆
議
院
議
員
選
挙
に
当
選
し
た
際
に
は
、
花
三
郎
あ
て

に
当
選
御
礼
状
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
実
業
家
の
渋
沢
栄
一
や
稲
村
貫
一
郎
が
幹

事
を
務
め
る
埼
玉
県
人
懇
親
会
か
ら
も
案
内
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
古
沢
花
三
郎

は
谷
文
晁
や
渡
辺
崋
山
の
書
画
・
掛
幅
に
も
造
詣
が
深
く
、
文
化
的
活
動
も
盛
ん

に
行
っ
て
い
る
。
経
済
的
活
動
と
し
て
は
、
頼
母
子
講
を
計
画
し
て
、
定
期
的
に

会
合
を
行
い
、
仲
間
内
で
金
銭
を
出
し
合
っ
て
資
金
融
通
を
し
た
。
頼
母
子
講
の

会
合
で
は
割
烹
店
等
が
使
用
さ
れ
、
仲
間
と
交
流
を
深
め
た
。
そ
の
他
、
県
内
の

名
士
か
ら
の
年
賀
状
な
ど
、花
三
郎
の
幅
広
い
交
友
関
係
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

花
三
郎
と
家
族
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
な
ど
も
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。 

花
三
郎
は
村
を
越
え
た
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
お
り
、
県
内
の
名
士

と
の
交
流
、
衆
議
院
議
員
か
ら
の
当
選
御
礼
状
、
頼
母
子
講
に
よ
る
資
金
調
達
、

書
画
を
通
し
た
文
化
的
活
動
、
花
三
郎
と
家
族
と
の
書
状
な
ど
を
紹
介
し
た
。 

 （
４
）
第
三
章 

古
沢
家
文
書
か
ら
み
る
熊
谷 

古
沢
家
文
書
の
中
に
は
、
近
代
の
熊
谷
の
様
子
が
分
か
る
資
料
が
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。
熊
谷
に
所
在
し
た
呉
服
屋
な
ど
商
店
の
引
札
、
病
院
の
開
院
案
内
、
熊

谷
の
材
木
屋
大
和
屋
の
領
収
証
、
上
武
鉄
道
の
時
刻
表
及
び
乗
車
証
な
ど
、
日
常

生
活
と
密
接
に
関
係
す
る
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
古
沢
家
の
関
係
者
が
在
学
し
た
学
校
資
料
か
ら
、
埼
玉
県
立
熊
谷
中
学

校
（
現
埼
玉
県
立
熊
谷
高
等
学
校
）
の
大
運
動
会
競
技
番
組
、
校
友
会
の
会
報
、

埼
玉
県
立
熊
谷
高
等
女
学
校 

（
現
埼
玉
県
立
熊
谷
女
子
高
等
学
校
）
の
学
友
会 

「
さ

く
ら
会
」
が
発
行
し
た
会
誌
を
取
り
上
げ
、
明
治
・
大
正
期
の
学
校
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
た
。
戦
後
報
道
写
真
よ
り
熊
谷
高
等
学
校
の
野
球
部
と
熊
谷
女
子
高
等

学
校
の
体
育
祭
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
た
。 

 

文
化
・
芸
術
に
お
い
て
は
、
豪
快
な
画
風
で
南
画
を
描
い
た
奥
原
晴
湖
（
一
八

三
七
～
一
九
一
三
）
の
遺
墨
展
覧
大
会
の
案
内
状
な
ど
、
熊
谷
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
物
に
関
係
す
る
資
料
も
紹
介
し
た
。 

 

（
５
）
お
わ
り
に 

 

文
書
館
の
基
幹
業
務
と
し
て
古
文
書
の
受
入
れ
・
整
理
・
公
開
を
行
っ
て
い
る 

こ
と
。
国
文
学
研
究
資
料
館
に
も
古
沢
家
文
書
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
て
、
二
つ
の
機
関
で
閲
覧
が
で
き
る
こ
と
を
案
内
し
た
。 
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二 

展
示
資
料
に
つ
い
て 

（
１
）
履
歴
書
１
５ 

古
沢
花
三
郎
が
、
埼
玉
県
北
足
立
・
新
座
郡
郡
書
記
在
職
時
に
埼
玉
県
に
提
出

し
た
履
歴
書
で
あ
る
。
明
治
二
年 

（
一
八
六
九
）
か
ら
明
治
一
八
年 

（
一
八
八
五
）

ま
で
の
経
歴
が
書
か
れ
て
い
る
。
花
三
郎
は
、
明
治
一
八
年
八
月
二
二
日
に
埼
玉

県
北
足
立
・
新
座
郡
の
郡
書
記
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
履
歴
書
に
は
、
郡
役
所
の

罫
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
原
本
は
、
国
重
要
文
化
財 

「
埼
玉
県
行
政
文
書
」
１
６

の
た
め
、
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
と
し
た
。
ま
た
、
古
文
書
の
履
歴
書
は
原
本
を
展

示
し
て
、
二
つ
の
史
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。 

              

（
２
）
書
状
（
県
庁
へ
出
頭
）
１
７ 

明
治
二
〇
年 

（
一
八
八
七
）
六
月
二
七
日

に
、
埼
玉
県
が
北
足
立 

・
新
座
郡
郡
書
記
の

古
沢
花
三
郎
へ
あ
て
た
書
状
で
あ
る
。
御

用
が
あ
る
た
め
、
礼
服
を
着
用
し
て
直
ち

に
出
向
き
、
庶
務
課
へ
届
出
を
す
る
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。
翌
二
八
日
に
古
沢
花

三
郎
は
埼
玉
県
属
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
呼
び
出
し
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
埼
玉
県
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

当
時
埼
玉
県
が
使
用
し
た
黄
色
の
和
紙
が

特
徴
で
あ
る
。 

御
用
有
之
候
條
禮 

服
着
用
即
刻
出
頭 

庶
務
課
へ
可
被
届
出
候 

也 

明
治
二
十
年
六
月
二
十
七
日 

 
 

埼
玉
縣
㊞ 

 

北
足
立
郡
書
記
古
沢
花
三
郎
殿 

新
座 
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（
３
）
年
賀
状
１
８ 

古
沢
家
文
書
に
は
年
賀
状
が
約
一
八
〇
〇
点
含
ま
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る

と
、
渋
沢
栄
一
の
親
戚
で
あ
る
渋
沢
宗
助
、
初
代
埼
玉
県
会
議
長
の
竹
井
澹
如
、

熊
谷
の
有
力
者
で
あ
る
根
岸
武
香
（
甲
山
村
）、
東
毎
太
郎
（
肥
塚
村
）、
茂
木
昌

一
郎
（
妻
沼
村
）
な
ど
か
ら
届
い
た
年
賀
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
根
岸
家

１
９ 

、
東
家
２
０ 

、
茂
木
家
２
１ 

は
文
書
館
に
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
て
い
る
文
書
群
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
根
岸
家
文
書
、
茂
木
家
文
書
、
東
家
文
書
の
中
に
古
沢
花
三
郎
が

出
し
た
年
賀
状
が
含
ま
れ
て
い
る
か
確
認
を
し
た
。
し
か
し
、
花
三
郎
か
ら
の
年

賀
状
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
①
花
三
郎
が
出
し
た
年
賀
状
が
あ

っ
た
が
、
古
文
書
を
預
か
っ
た
時
点
で
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
②
そ
も
そ
も
花

三
郎
は
年
賀
状
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
三
つ

の
文
書
群
か
ら
花
三
郎
が
出
し
た
年
賀
状
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
花
三
郎
は

年
賀
状
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。 

文
書
館
は
、
県
内
の
古
文
書
を
収
蔵
し
て
い
る
た
め
、
複
数
の
文
書
群
か
ら
横

断
的
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
強
み
で
あ
る
。 
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（
４
）
埼
玉
県
人
懇
親
会
案
内
状
２
２ 

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
三
月
二
五
日
付
け
の
葉
書
（
案
内
状
）
で
あ
る
。

内
容
は
、
四
月
一
二
日
午
後
一
時
よ
り
向
島
八
百
松
楼
２
３ 

（
料
亭
）
に
お
い
て
、

第
七
回
埼
玉
県
人
懇
親
会
が
開
か
れ
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
幹
事
は
稲
村
貫
一

郎
２
４

、
長
谷
川
敬
助
２
５

、
加
藤
政
之
助
２
６

、
小
泉
寛
則
２
７

な
ど
九
名
で
、
渋
沢

栄
一
も
幹
事
の
一
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
な
お
、
出
欠
は
四
月
八
日
ま
で

に
日
本
橋
区
兜
町
（
東
京
都
中
央
区
）
の
渋
沢
栄
一
方
へ
通
知
し
、
同
志
が
い
れ

ば
誘
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
会
費
は
金
一
円
と
な
っ
て
い
る
。 

往
復
葉
書
で
発
送
さ
れ
て
お
り
、
文
書
は
往
信
部
分
の
み
残
り
、
返
信
部
分
は

残
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
葉
書
の
余
白
に
「
四
月
七
日
付
ヲ
以
テ
出
席
旨
答
書
ヲ

出
ス
」
と
書
き
込
み
が
あ
る
た
め
、
花
三
郎
が
出
席
連
絡
を
返
信
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
懇
親
会
に
も
参
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

            

（
５
）
広
告
２
８ 

熊
谷
に
所
在
す
る
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
創
業
の
八
木
橋
呉
服
店
（
現
八

木
橋
百
貨
店
）
の
広
告
で
あ
る
。
一
二
月
一
六
日
・
一
六
日
の
二
日
間
、
午
前
六

時
よ
り
午
後
六
時
ま
で
呉
服
・
太
物
類
を
大
割
引
し
て
、
冬
衣
の
大
売
り
出
し
を

開
催
す
る
旨
の
案
内
を
し
て
い
る
。
な
お
、
当
日
購
入
し
た
品
物
を
取
り
替
え
る

場
合
は
、
割
引
正
札
を
必
ず
貼
り
付
け
た
ま
ま
持
参
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

な
お
、
広
告
は
二
つ
折
り
に
な
っ
て
お
り
、
外
側
に
「
冬
衣
大
賣
出
し
」
の
見

出
し
と
熊
谷
駅
の
汽
車
発
車
時
間
表
、
内
側
に
「
大
割
引
御
案
内
」
が
書
か
れ
て

い
る
。
時
間
表
な
ど
、
便
利
な
情
報
を
載
せ
る
こ
と
で
手
元
に
お
い
て
も
ら
え
る

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。 
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お
わ
り
に 

 
本
企
画
展
は
、
三
か
年
に
わ
た
り
古
文
書
の
整
理
・
公
開
を
行
っ
て
き
た
成
果

展
示
で
あ
り
、
展
示
概
要
と
資
料
紹
介
を
行
っ
た
。 

展
示
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
熊
谷
の
名
士
、
古
沢
花

三
郎
の
足
跡
を
紹
介
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
花
三
郎
の
履
歴
（
公
職
就
任
）
や
家

業
や
会
社
立
ち
上
げ
な
ど
複
数
の
事
業
を
手
掛
け
て
お
り
、
地
域
の
産
業
を
支
え

た
姿
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。 

花
三
郎
の
交
際
に
つ
い
て
は
、
年
賀
状
や
書
状
か
ら
交
際
の
一
部
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
担
当
者
と
し
て
は
年
賀
状
を
効
果
的
に
展
示
で
き
た
こ
と

に
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。
年
賀
状
は
、
サ
イ
ズ
も
小
さ
い
た
め
一
点
展
示
し

て
も
、
印
象
に
残
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
根
岸
武
香
や
渋
沢
宗
助
な
ど

複
数
の
年
賀
状
を
ま
と
め
て
展
示
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
観
覧
者
に
は
地
域
の
有

力
者
と
日
頃
か
ら
交
際
を
し
て
い
る
史
料
と
し
て
興
味
を
持
っ
て
頂
け
た
。 

ま
た
、
熊
谷
に
馴
染
み
が
あ
る
学
校
、
商
店
、
鉄
道
、
奥
原
晴
湖
な
ど
の
史
料

を
展
示
で
き
た
。
観
覧
者
が
知
っ
て
い
る
学
校
や
商
店
な
ど
が
書
い
て
あ
る
資
料

に
つ
い
て
話
を
さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鉄
道
に
関
す
る
資

料
は
ど
の
観
覧
者
も
熱
心
に
御
覧
に
な
っ
て
い
た
。
展
示
資
料
に
つ
い
て
は
、
文

書
館
収
蔵
の
古
文
書
、
地
図
、
パ
ネ
ル
（
行
政
文
書
、
戦
後
報
道
写
真
）
な
ど
幅

広
く
展
示
で
き
た
。 

 

課
題
は
、
古
沢
花
三
郎
の
名
士
（
名
望
家
）
と
し
て
の
活
動
を
深
く
掘
り
下
げ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
古
沢
家
を
取
り
上
げ
た
研
究
成
果
と
し

て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
２
９

、
丑
木
幸
男
３
０

、
渡
辺
尚
志
３
１

、
松
沢
裕
作
３
２

な
ど
が
あ
る
が
、
学
術
的
な
内
容
と
リ
ン
ク
が
で
き
な
か
っ
た
。 

内
容
に
つ
い
て
は
、
民
権
結
社
「
七
名
社
」
や
交
流
し
て
い
る
人
物
に
つ
い
て

も
部
分
的
な
取
り
上
げ
に
留
ま
っ
た
。
三
万
点
を
超
え
る
古
沢
家
文
書
の
中
か
ら

展
示
に
出
し
た
資
料
は
約
七
〇
点
で
あ
っ
た
た
め
、
展
示
ケ
ー
ス
や
全
体
の
資
料

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
止
む
を
得
な
い
部
分
も
あ
っ
た
。 

文
書
館
は
、
展
示
を
通
し
て
、
資
料
の
閲
覧
に
導
く
と
い
う
役
割
も
あ
る
。
そ

の
た
め
、
古
沢
家
に
つ
い
て
「
知
り
た
い
」
、「
調
べ
て
み
た
い
」、
さ
ら
に
、
「
古

沢
家
文
書
を
閲
覧
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
る
と
、
閲
覧
の
た

め
の
導
入
展
示
と
し
て
は
成
功
で
あ
る
。
古
沢
家
文
書
は
、
花
三
郎
の
活
動
や
資

料
の
残
り
方
な
ど
テ
ー
マ
と
な
る
内
容
は
多
く
含
ん
で
い
る
。
熊
谷
地
域
や
埼
玉

県
、
七
名
社
、
近
世
・
近
代
移
行
期
の
名
望
家
、
戸
長
役
場
な
ど
今
後
の
研
究
の

進
展
が
期
待
で
き
る
文
書
群
で
あ
る
。 

 

最
後
に
、
資
料
を
御
寄
贈
頂
い
た
古
沢
家
の
所
有
者
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

            

企 画 展 チ ラ シ 
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註 
１ 

『
古
沢
家
文
書
目
録
（
１
）
』
（
埼
玉
県
立
文
書
館
、
二
〇
二
一
年
）
、
『
古
沢
家
文
書
目 

録
（
２
）
』
（
埼
玉
県
立
文
書
館
、
二
〇
二
二
年
）
、
『
古
沢
家
文
書
目
録
（
３
）
』
（
埼
玉

県
立
文
書
館
、
二
〇
二
三
年
）
。 

２ 
 

県
の
事
務
を
取
り
扱
う
旧
制
の
吏
員
。 

３ 
 

丑
木
幸
男
「
『
古
沢
家
文
書
目
録
』
（
そ
の
一
）
の
編
集
を
終
え
て
」
（
『
史
料
館
報
』 

 

第
五
六
号
、
一
九
九
二
年
）
。 

４ 

『
武
蔵
国
大
里
郡
大
麻
生
村
古
沢
家
文
書
目
録
（
そ
の
一
）
』
（
史
料
館
、
一
九
九
二 

 

年
）
。 

５ 

『
武
蔵
国
大
里
郡
大
麻
生
村
古
沢
家
文
書
目
録
（
そ
の
二
）
』
（
史
料
館
、
一
九
九
六 

 

年
）
。 

６ 

『
武
蔵
国
大
里
郡
大
麻
生
村
古
沢
家
文
書
目
録
（
そ
の
三
）
』
（
史
料
館
、
二
〇
〇
三 

 

年
）
。 

７ 
 

丑
木
幸
男
「
「
古
沢
家
文
書
目
録
」
を
編
成
し
て
」
（
『
史
料
館
報
』
第
七
九
号
、
二
〇 

 

〇
三
年
）
。 

８ 

『
武
蔵
国
大
里
郡
大
麻
生
村
古
沢
家
文
書
目
録
（
そ
の
一
）
』
（
前
掲
注
４
）
。 

９ 

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

大
里
郡
」
（
古
沢
家
文
書
二
一
〇
）
。 

１
０ 

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
二
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
）
九 

 

頁
。 

１
１ 

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
）
三
六 

 

二
頁
。 

１
２ 

『
川
越
市
史
』
第
三
巻
近
世
編
（
川
越
市
、
一
九
八
三
年
）
。 

１
３ 

「
覚 

（
御
年
貢
米
・
御
役
懸
り
受
取
申
候
ニ
付
）
」
（
古
沢
家
文
書
一
六
七
四
四
）
。 

１
４ 

「
［
古
沢
花
三
郎
死
亡
通
知
状
］
」
（
古
沢
家
文
書
一
一
九
九
四
）
。 

１
５ 

「
履
歴
書
」
（
埼
玉
県
行
政
文
書
明
三
七
一
〇
―
一
八
八
）
、
「
履
歴
書
」
（
古
沢
家
文 

 

書
二
五
二
五
）
。 

１
６ 

埼
玉
県
及
び
そ
の
前
身
の
県
・
藩
等
行
政
機
関
に
お
い
て
、
作
成
、
収
受
、
保
管
さ 

れ
た
近
代
地
方
行
政
文
書
群
。
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
七
月
一
〇
日
に
重
要
文
化

財
「
埼
玉
県
行
政
文
書
」
に
指
定
さ
れ
た
。
一
万
一
二
五
九
点
。 

１
７ 

「
［
御
用
有
之
候
条
礼
服
着
用
即
刻
出
頭
庶
務
課
へ
可
被
届
出
候
ニ
付
書
状]

］
（
古
沢 

家
文
書
二
〇
一
四
一
）
。 

１
８ 

「
［
年
賀
状
］
（
渋
沢
宗
助
）
」
（
古
沢
家
文
書
九
三
七
四
）
、
「
［
年
賀
状
］
（
竹
井
澹 

如
）
」
（
古
沢
家
文
書
一
一
八
九
三
）
、
「
［
年
賀
状
］
（
東
毎
太
郎
）
」
（
古
沢
家
文
書
一
一

五
七
〇
）
、
「
［
年
賀
状
］
（
茂
木
昌
一
郎
）
」
（
古
沢
家
文
書
一
一
六
八
六
）
、
「
［
年
賀

状
］
（
根
岸
武
香
）
」
（
古
沢
家
文
書
九
三
八
六
）
。 

１
９

『
武
蔵
国
大
里
郡
甲
山
村
根
岸
家
文
書
目
録
』
（
埼
玉
県
立
図
書
館
、
一
九
六
七
年
）
。 

２
０ 

『
諸
家
文
書
目
録
Ⅱ
』
（
埼
玉
県
立
図
書
館
、
一
九
八
〇
年
）
。 

２
１ 

『
諸
家
文
書
目
録
Ⅷ
』
（
埼
玉
県
立
文
書
館
、
二
〇
一
五
年
）
。 

２
２ 

「
［
第
七
回
埼
玉
県
人
懇
親
会
開
会
案
内
状
］
」
（
古
沢
家
文
書
五
〇
五
四
）
。 

２
３ 

『
東
京
風
景
』
（
小
川
一
眞
出
版
部
、
一
九
一
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
向
島
（
東
京
都
墨 

田
区
）
の
旗
亭
（
料
亭
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
枕
橋
の
た
も
と
に
あ
り
、
隅
田
川
を

臨
ん
で
い
る
。 

２
４ 

七
名
社
の
創
立
者
の
一
人
。
県
会
議
員
。
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
四
月
二
四
日 

に
県
会
副
議
長
に
就
任
す
る
。
熊
谷
銀
行
初
代
頭
取
な
ど
を
歴
任
す
る
。 

２
５ 

七
名
社
の
創
立
者
の
一
人
。
県
会
議
員
。
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
二
月
七
日
に 

県
会
議
長
に
就
任
す
る
。 

２
６ 

県
会
議
員
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
三
月
三
〇
日
に
県
会
副
議
長
、
同
年
五
月 

九
日
に
県
会
議
長
に
就
任
す
る
。
衆
議
院
議
員
、
貴
族
院
議
員
を
歴
任
し
た
。 

２
７ 

七
名
社
の
創
立
者
の
一
人
。
児
玉
・
賀
美
・
榛
沢
郡
長
、
秩
父
郡
長
を
歴
任
し
た
。 

２
８ 

「
冬
衣
大
売
出
し
」
（
古
沢
家
文
書
一
八
三
七
八
）
。 

２
９ 

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
史
料
叢
書
第
四
巻 

戸
長
役
場
の
史
料
』
（
名
著
出
版
、
二 

〇
〇
〇
年
）
。 

３
０ 

丑
木
幸
男
『
戸
長
役
場
史
料
の
研
究
』
（
名
著
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
。 

３
１ 

渡
辺
尚
志
編
著
『
近
代
移
行
期
の
名
望
家
と
地
域
・
国
家
』
（
名
著
出
版
、
二
〇
〇
六 

年
）
、
同
『
幕
末
維
新
期
の
名
望
家
と
地
域
社
会
』
（
同
成
社
、
二
〇
一
四
年
）
。 

３
２ 
松
沢
裕
作
『
日
本
近
代
村
落
の
起
源
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
）
。 
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